
　こんにちは、医療研運営委員会
です。昨年開催した第36回医療研
究集会in潮来での第４分科会「厚
生連病院の果たすべき役割～厚生
連流食文化を考える～」を１時間
でコンパクトに体験できるセミナ
ーをＺＯＯＭ（オンライン）で開催
します。医療研未経験・初参加の
方でも気軽にご参加ください。参
加費無料、申し込みは各県本部へ
お願いします。運営委員一同お待
ちしています。

12月20日(日)　11：00～12：00
医療研第４分科会オンラインセミナー

て
る
こ
と
や
、
離
職
防
止
や
Ｓ

Ｔ
等
の
人
材
確
保
な
ど
に
努
め

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
長
野
の
経
営
協
議

会
で
も
２
・
０
ヶ
月
回
答
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

昨
日
よ
り
今
日
。今
日
よ
り
明
日
が
良
く
な
る
た
め
に

昨
日
よ
り
今
日
。今
日
よ
り
明
日
が
良
く
な
る
た
め
に

あ
い
さ
つ
は

苦
手
じ
ゃ
け
え

　

第
68
回
定
期
大
会
に
て
、
中
央
執

行
委
員
長
に
信
任
さ
れ
ま
し
た
広
島

の
岩
本
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

現
場
の
医
療　

労
働
者
と
し
て

　

少
し
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
私
は
広
島
県
の
尾
道
総
合

病
院
で
放
射
線
技
師
を
し
て
お
り
、

今
も
、
毎
日
25
名
前
後
の
患
者
さ
ん

に
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
専
従
で
は
な
く
医
療
従

事
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
委
員
長
の

任
務
を
背
負
う
の
は
、
山
口
の
竹
田

明
夫
さ
ん
（
２
０
０
３
〜
06
年
）
以

来
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
時
と
違
い
、
今
回
は
日

本
医
労
連
の
役
員
を
長
野
の
花
澤
副

委
員
長
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、

な
ん
と
か
全
厚
労
委
員
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

私
自
身
は
、
非
常
に
優
秀
な
歴
代

委
員
長
と
は
違
い
情
勢
や
知
識
に
は

疎
い
で
す
が
、
そ
の
分
医
療
現
場
に

近
い
で
す
し
、
労
働
環
境
改
善
に
対

す
る
情
熱
は
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。

明
る
い
未
来
が

見
え
る
よ
う
に

　

さ
て
皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

今
私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
態
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
通
常

で
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
と
直
接
お
会
い

し
て
話
し
合
い
や
交
流
を
通
じ
て
、

現
状
を
は
ね
の
け
る
力
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
が
、
今
は

そ
れ
が
か
な
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

全
厚
労
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
ま
た

全
厚
労
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
集

中
し
て
取
り
組
み
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
力
を
た
め

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
全
国
３
万
人
を
超
え
る
組

合
員
が
「
昨
日
よ
り
、
今
日
。
今
日

よ
り
、
明
日
。」、
少
し
で
も
労
働
環

境
が
前
進
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
、
そ

ん
な
明
る
い
未
来
の
見
え
る
闘
う
全

厚
労
を
、
今
回
の
定
期
大
会
で
誕
生

し
た
新
し
い
執
行
部
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

4年ぶり、新委員長が誕生
広厚労・岩本一宏さん

　

11
月
20
日
現
在
、
全
厚
労
加

盟
組
織
で
は
、
熊
谷
総
合
病
院

で
、
11
月
５
日
に
前
年
同
率
一

時
金
の
回
答
が
な
さ
れ
た
他
、

秋
田
、
長
野
、
愛
知
で
は
、
要

求
通
り
２
・
０
ヶ
月
の
支
給
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
で
は
、
13
日
に
労
使
懇

談
会
を
開
催
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

患
者
減
少
が
あ
っ
た
も
の
の
、

緊
急
支
援
交
付
金
に
よ
り
、
年

末
一
時
金
の
資
金
確
保
が
出
来

た
こ
と
で
、
２
・
０
ヶ
月
支
給

の
目
処
が
立
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
（
３
面
関
連
）。

　

ま
た
16
日
、
団
交
を
行
っ
た

秋
田
で
は
、
交
付
金
は
思
っ
た

ほ
ど
出
て
い
な
い
も
の
の
、
会

と
し
て
「
職
員
の
生
活
水
準
は

落
と
し
た
く
な
い
」
と
、
要
求

通
り
の
２
・
０
ヶ
月
回
答
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、

次
年
度
以
降
は
厳
し
く
な
っ
て

く
る
旨
の
話
も
さ
れ
、
秋
厚
労

か
ら
は
現
行
の
賃
金
・
手
当
見

込
み
で
21
年
度
事
業
計
画
を
立

11月20日現在、
愛知2.0ヶ月
秋田2.0ヶ月
長野2.0ヶ月
熊谷も前年同率

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
第
３
波
」
到
来
で
、
医
療
現
場
が

再
び
逼
迫
す
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
応
へ
の
補
填
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
全
体
で
は
患
者

減
で
収
益
が
落
ち
込
み
、
全
国
各
地
で
一
時
金
を
引
き

下
げ
る
病
院
も
増
え
て
い
ま
す
。
全
厚
労
各
県
で
は
前

年
水
準
確
保
に
向
け
て
の
奮
闘
を
続
け
て
い
ま
す
。

届
け

初のオンライン
無事に成功
国会議員の賛同続々
現場の声

初のオンライン大会
無事に成功（2面）

国会議員の賛同続 ！々
現場の声伝える（3面）

前年水準の確保へ！前年水準の確保へ！
声減
ら
さ
な
い
ぞ

声減
ら
さ
な
い
ぞ

声

年 末 一 時 金

減
ら
さ
な
い
ぞ
のの

届
け

をを

の

届
け
よ
う
！

よ
う
！

よ
う
！

を
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大
会
役
員

●
議
長

　
岡
田
　
龍
哉
（
長
野
）

●
議
事
運
営
委
員
会

★
樋
口
　
和
成
（
新
潟
）

　
吉
井
　
京
湖
（
茨
城
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
知
）

　
黒
澤
　
太
郎
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
田
）

★
安
本
　
真
理
子
（
茨
城
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
重
）

　
井
上
　
奈
月
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

　
大
会
書
記

　
藤
井
　
有
子
（
三
重
）

　
矢
山
　
由
起
子
（
広
島
）

●
中
央
執
行
委
員
長

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
新
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
西
田
　
知
弘
（
岐
　
阜
・
新
）

　
大
栗
　
　
陽
（
徳
　
島
・
新
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
再
）

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
　
田
・
元
）

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
・
再
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
・
再
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
再
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
望
月
　
有
美
（
静
　
岡
・
新
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
　
知
・
新
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
元
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
大
崎
　
泰
信
（
富
　
山
・
新
）

　
関
原
　
宏
幸
（
長
　
野
・
新
）

　
淺
野
　
彰
大
（
愛
　
知
・
新
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
辻
　
　
英
晶
（
愛
　
知
）

●
中
央
執
行
委
員

　
三
浦
　
拓
也
（
秋
　
田
）

　
高
島
　
美
幸
（
静
　
岡
）

　
平
田
　
篤
史
（
岐
　
阜
）

　
小
口
　
仁
志
（
三
　
重
）

●
会
計
監
査

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
）

　
泉
　
　
幸
恵
（
高
　
知
）

２
０
２
０
年
度

全
厚
労
役
員

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
富
山

　
関
信
・
長
野

　
東
海
・
愛
知

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

　

愛
知
で
は
２
０
１
８
年
度
か

ら
新
経
営
制
度
（
県
内
８
病
院

の
個
々
の
経
営
管
理
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
全
体
管
理
を
強
化

し
た
総
合
性
に
て
経
営
安
定
化

を
図
る
）
を
開
始
し
、
同
時
に

３
年
間
の
中
期
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
18
、
19
年
度
は
病

院
個
々
の
経
営
状
況
に
差
は
あ

り
ま
し
た
が
、
愛
知
県
厚
生
連

全
体
で
は
順
調
に
推
移
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
20
年
春

闘
で
は
、①
19
年
度
年
度
末
賞

与
の
最
大
限
の
支
給
、②
20
年

　

11
月
10
〜
11
日
、

「
日
本
医
労
連
２

０
２
０ 

秋
闘
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
拡
充
、

社
会
保
障
削
減
反

対
、
い
の
ち
守

れ
！
11
・
10
中
央

行
動
」
に
松
尾
書

記
長
と
岡
野
書
記

次
長
で
参
加
。
集

会
に
は
６
全
国
組

合
16
県
医
労
連
95

名
と
、
来
場
し
た

国
会
議
員
19
名
と
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
わ
な
い
議
員
の

秘
書
12
名
、
マ
ス

コ
ミ
１
名
の
計
１
２
７
名
が
国

会
議
員
会
館
に
集
い
ま
し
た
。

　

10
日
の
意
思
統
一
集
会
で
は
、

森
田
し
の
ぶ
執
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
森
田
進
書
記
長

が
基
調
報
告
。
現
状
で
は
医
労

連
加
盟
組
織
の
８
割
で
年
末
一

時
金
の
減
額
回
答
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
11
月
６
日

の
予
算
委
員
会
で
第
二
次
補
正

予
算
の
包
括
支
援
金
３
兆
円
に

対
し
て
、
未
だ
に
10
分
の
１
の

３
千
億
円
程
度
の
執
行
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
指

摘
。
県
・
自
治
体
か
ら
の
支
援

金
が
遅
れ
て
い
て
、
病
院
の
手

持
ち
の
現
金
が
な
く
な
り
、
結

果
人
件
費
に
手
を
付
け
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
政
府
へ
迅
速

な
対
応
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、
厚
労

省
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
先

延
ば
し
さ
れ
て
い
る
「
再
検
証

期
限
」
に
つ
い
て
具
体
化
の
意

見
も
出
さ
れ
た
が
、
様
々
な
団

体
か
ら
慎
重
論
が
出
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
10
月
29
日
の
「
地
域

医
療
確
保
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場
」
で
は
、
思
い
切
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
や
構

想
そ
の
も
の
の
再
考
な
ど
の
意

見
が
で
た
こ
と
を
報
告
。
そ
の

上
で
感
染
症
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
構
想
の
見
直
し
と

撤
回
を
再
度
強
調
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
参
加
し
た
多
く
の
国

会
議
員
が
医
労
連
の
こ
の
間
の

取
組
み
や
、
い
の
ち
署
名
へ
の

賛
同
を
表
明
し
ま
し
た
。
衆
議

度
の
定
期
昇
給
の
実
施
、③
20

年
度
の
年
間
４
・
０
ケ
月
の
一

時
金
支
給
の
確
約
を
求
め
、
会

か
ら
は
満
額
回
答
を
獲
得
、
妥

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
20
年
４
月
よ
り
、第
１
・

３
土
曜
日
の
午
前
診
療
を
止
め
、

完
全
週
休
２
日
制
に
移
行
し
、

現
在
評
価
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
、国
の「
働
き

方
改
革
」
へ
の
対
応
（
超
勤
管

理
や
年
休
の
取
得
状
況
）
や
看

護
・
介
護
職
の
夜
勤
協
定
の
遵

守
に
向
け
て
も
、
継
続
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
に
は
秋
の
労
使
懇

談
会
を
会
15
名
、
労
組
20
名
で

行
い
ま
し
た
。
会
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
が
、
政

府
の
助
成
金
等
も
あ
り
、
年
末

一
時
金
支
給
に
必
要
な
資
金
は

確
保
し
た
。
患
者
数
は
減
っ
て

お
り
、
今
後
も
厳
し
い
対
応
が

迫
ら
れ
る
が
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
強
化
等
で
持
ち
直
し
て

き
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

労
組
と
し
て
も
収
入
確
保
策
や

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
に
よ
る
経
費
削

減
な
ど
の
提
案
や
取

り
組
み
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

愛
厚
労
は
、
現
在

の
医
療
情
勢
、
経
営

状
況
の
変
化
を
理
解

し
、
必
要
に
応
じ
て

変
化
し
て
い
く
こ
と

が
組
織
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
よ

り
よ
い
病
院
づ
く
り

の
た
め
に
、
労
働
組

合
の
立
場
に
立
って
提

言
し
ま
す
。
厚
生
連

の
使
命
で
あ
る
〝
地

域
医
療
を
守
る
〞
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、

こ
の
１
年
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

院
議
員
で
医
師
の
吉
田
統
彦
氏

（
立
憲
）
は
、「
今
後
２
年
間
消

費
税
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
、
そ
う

す
る
こ
と
で
病
院
の
控
除
対
象

外
消
費
税
が
ゼ
ロ
に
な
る
。
そ

の
原
資
で
賃
金
・
一
時
金
や
労

働
条
件
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
消
費
税
減

税
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
要
請
行
動
で
新
た

に
10
名
の
紹
介
議
員
を
獲
得
し
、

そ
の
後
追
加
の
要
請
等
で
18
日

現
在
82
名
の
賛
同
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
い
の
ち
署

名
と
紹
介
・
賛
同
議
員
を
集
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
日
目
の
政
府
交
渉
に
つ
い

て
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
紹

介
い
た
し

ま
す
。

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

愛知

意思統一集会での基調報告

労使懇談会に参加する愛厚労役員ら

オンラインでも全国の気持ちは一つ（写真上・長野下伊那、写真下・広島尾道）

Ａ
．
年
次
有
給
休
暇
を
使

用
者
が一
方
的
に
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
労
働

基
準
法
第
39
条
５
項
）。
年

次
有
給
休
暇
の
５
日
取
得

義
務
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

５
日
以
上
請
求
・
取
得
し
て

い
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、

使
用
者
に
よ
る
時
季
指
定

を
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

（
労
働
基
準
法
第
39
条
８
項
）

―
―

２
０
１
９
年
４
月
か

ら
「
働
き
方
改
革
法
」
の

施
行
で
、
年
５
日
の
年
休

を
労
働
者
に
取
得
さ
せ
る

こ
と
が
使
用
者
の
義
務
と

な
り
ま
し
た(

労
働
基
準
法

第
39
条
７
項)

。
取
得
義
務

化
の
対
象
者
は
、
法
定
の

年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数

が
10
日
以
上
の
全
て
の
労

働
者
に
な
り
ま
す
。

　
労
働
者
ご
と
に
、
年
次

有
給
休
暇
を
付
与
し
た
日

（
基
準
日
）
か
ら
１
年
以

内
に
、
使
用
者
は
「
労
働

者
自
ら
の
請
求
」
と
、
あ

ら
か
じ
め
労
使
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用

者
が
有
給
休
暇
を
指
定
で

き
る
「
計
画
年
休
（
た
だ

し
有
給
休
暇
の
付
与
日
数

か
ら
５
日
間
を
除
い
た
日

数
に
限
る
）」、
及
び
「
使

用
者
に
よ
る
時
季
指
定
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

年
次
有
給
休
暇
を
５

日
取
得
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
時
季

指
定
を
す
る
に
は
、

使
用
者
は
労
働
者
の

意
見
を
聴
取
し
、
そ

の
意
見
を
尊
重
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
一
方
的
に

勤
務
表
に
組
み
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労

働
者
の
「
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
自
分
の
取
り
た
い
時

季
に
取
得
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
勤
務
調
整
が
難
し

い
時
は
、
職
場
で
休
暇
取

得
計
画
（
カ
レ
ン
ダ
ー
）

の
作
成
を
提
案
し
、
促
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、

全
厚
労
Ｈ

Ｐ
を
参
照

し
て
み
て

下
さ
い
。

勝
手
に
年
休
が
入
っ
て
い
る
！

勝
手
に
年
休
が
入
っ
て
い
る
！

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
２
回

Ｑ
．
請
求
し
て
い
な
い
の
に
勤
務
表
に
年
次
有
給
休

暇
が
入
っ
て
い
ま
す
。
５
日
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

11
月
６
日
、
全
厚
労
は
第
68

回
定
期
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
し
た

が
、
参
加
代
議
員
55
名
（
委
任

24
名
）
と
、
全
厚
労
役
員
、
大

会
役
員
を
合
わ
せ
87
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１
号
（
総
括
・
方
針
）
議
案

討
論
で
は
事
前
文
書
発
言
21
本

の
う
ち
９
県
、
３
専
門
部
の
当

日
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
長
野
の
代
議
員
２

名
か
ら
「
労
働
者
供
給
事
業
が

ど
う
い
う
も
の
か
、
ま
た
執
行

委
員
会
や
県
連
で
の
議
論
経
過
、

全
厚
労
が
こ
の
事
業
で
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
書
記
長
は
「
労
働
組
合

が
組
合
員
を
無
料
で
勤
務
先
を

斡
旋
し
、
働
い
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
の
が
供
給
事
業
。
都
市

集
中
型
社
会
か
ら
地
域
に
人
が

集
ま
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
生

活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
医
療
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
全

厚
労
が
窓
口
と
な
り
労
組
の
あ

る
厚
生
連
病
院
に
働
き
手
の
流

れ
を
つ
く
る
運
動
と
し
て
、
最

終
的
に
は
認
可
事
業
を
目
指
し

て
夏
の
段
階
か
ら
議
論
し
て
き

た
」
と
説
明
、
ま
と
め
答
弁
で

は
慎
重
意
見
も
踏
ま
え
、「
３

　

４
年
前
、
大
県
連
か
ら
の

中
央
執
行
委
員
長
の
な
り
手

の
な
い
中
で
就
任
し
ま
し
た
。

全
厚
労
の
財
政
ひ
っ
迫
な
ど

の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

 北海道 19年度活動と20年度の方針
 秋田 19年度の運動の特徴
 福島 ハラスメント裁判と防止対策、19年度の取り組み
 新潟 組織問題
 富山 富山県厚生連の現状と19秋闘、20春闘
 長野 給与制度改定提案と高齢者雇用制度
 茨城 地域医療を守り、労働条件を発展させる組合運動
 神奈川 残業・休日労働の点検活動
 静岡 19年度活動と20年度の方針
 愛知 19年度活動総括
 岐阜 新型コロナの猛威
 三重 夜勤専従の覚書締結と看護師の新たな二交替勤務時間
 広島 19年度活動報告と今後について
 香川 19年度の取り組みや今後の重点課題
 徳島 19年度の取り組み
 高知 19年度活動報告
 大分 19秋闘と20春闘
 女性委員会 19年度の活動と取り組み
 青年委員会 19年度の活動
 医療研運営委員会 19年度の活動と取り組み
 看護委員会 19年度の取り組みと今後の課題

 岐阜・田口代議員 新型コロナの脅威下での取り組み　市立病院と東濃厚生の統合
 長野・小林代議員 給与制度改定と高齢者雇用制度について
 高知・堀野代議員 賃金制度の改悪提案とのたたかい
 愛知・杉山代議員 愛知の経営状況と完全週休2日などの働き方改革
 広島・田邊代議員 広厚労で秋闘・春闘の成果と今後の活動について
 徳島・大栗代議員 感染症特別休暇と一時金確保のたたかい
 茨城・藤田代議員 コロナ禍で地域医療守り、労働条件発展させる労組活動
 福島・佐々木代議員 パワハラ裁判・ハラスメント防止対策
 新潟・樋口代議員 組織問題について
 女性・湯川委員 母性保護月間の取り組みと今後の予定
 青年・堀野代議員 19年度の青年委員会活動とK’ s　三重に向けて
 医療研・高木委員 医療研究集会in潮来とコロナ後の取り組みについて

年
の
期
限
は
区
切
ら
ず
、
ま
ず

は
厚
生
連
病
院
の
広
報
活
動
か

ら
始
め
、
慎
重
に
研
究
・
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
し
ま
し
た
。

１
号
議
案
は
賛
成
多
数
（
保
留

６
票
）、
２
号
（
予
算
）
議
案

は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
あ
っ
た
た
め
進
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
超
過
な
ど
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の

協
力
の
お
か
げ
で
無
事
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
全
厚
労

加
盟
組
織
一
致
団
結
し
、
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 ●全国組合
全医労　 全日赤　 全JCHO労組　 全労災　 国共病組

 ●医労連・県医労連
日本医労連　 北海道　 宮城　 山形　 福島　 福井
群馬　 埼玉　 東京　 新潟　 石川　 滋賀　 京都
大阪　 奈良　 岡山　 広島　 福岡

 ●友誼組合・団体
全労連　 日本医療総合研究所　 全国保団連
民放労連　 国公労連　 非核の政府を求める会
建交労　 労働者教育協会　 鹿児島県農協労組
日本原水協　 全国革新懇　 航空労組連絡会　 全農協労連
国民救援会　 農民連　 全国食健連　 全教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

大会へのメッセージを頂いた組織大会へのメッセージを頂いた組織

畑
中
剛
喜
中
央
執
行
委
員
長・退
任
の
あ
い
さ
つ

全
厚
連
、
文
化
連
、
農
水
省
、

看
護
協
会
と
の
懇
談
や
要
請

を
継
続
し
て
行
っ
た
こ
と
で
、

相
手
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
４
年
間
長
い
よ
う

で
非
常
に
忙
し
く
あ
っ
と
い

う
間
で
、
役
に
立
て
た
か
疑

問
で
す
が
、
全
厚
労
が
存
続

で
き
た
こ
と
、
岩
本
中
央
執

行
委
員
長
に
繋
ぐ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
私
の
役
割
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
日

か
ら
新
た
に
全
厚
労
へ
の
一

層
の
団
結
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
４
年
間
支
え
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
厳
し
い
情
勢
は

続
き
ま
す
が
、
明
る
い
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
今
後
と
も

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

事前文書発言

 当日発言（発言順）

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

全
厚
労
第
68
回
定
期
大
会

国
の
支
援
金
遅
れ
が
賃
金
へ
影
響

国
の
支
援
金
遅
れ
が
賃
金
へ
影
響

日
本
医
労
連
・
国
会
議
員
要
請
行
動

（3） 2020年11月20日 第485号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2020年11月20日 第485号全 厚 労 ニ ュ ー ス



大
会
役
員

●
議
長

　
岡
田
　
龍
哉
（
長
野
）

●
議
事
運
営
委
員
会

★
樋
口
　
和
成
（
新
潟
）

　
吉
井
　
京
湖
（
茨
城
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
知
）

　
黒
澤
　
太
郎
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
田
）

★
安
本
　
真
理
子
（
茨
城
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
重
）

　
井
上
　
奈
月
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

　
大
会
書
記

　
藤
井
　
有
子
（
三
重
）

　
矢
山
　
由
起
子
（
広
島
）

●
中
央
執
行
委
員
長

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
新
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
西
田
　
知
弘
（
岐
　
阜
・
新
）

　
大
栗
　
　
陽
（
徳
　
島
・
新
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
再
）

　
畠
　
　
輝
義
（
秋
　
田
・
元
）

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
・
再
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
・
再
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
再
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
望
月
　
有
美
（
静
　
岡
・
新
）

　
荒
川
　
博
昭
（
愛
　
知
・
新
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
元
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
大
崎
　
泰
信
（
富
　
山
・
新
）

　
関
原
　
宏
幸
（
長
　
野
・
新
）

　
淺
野
　
彰
大
（
愛
　
知
・
新
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
辻
　
　
英
晶
（
愛
　
知
）

●
中
央
執
行
委
員

　
三
浦
　
拓
也
（
秋
　
田
）

　
高
島
　
美
幸
（
静
　
岡
）

　
平
田
　
篤
史
（
岐
　
阜
）

　
小
口
　
仁
志
（
三
　
重
）

●
会
計
監
査

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
）

　
泉
　
　
幸
恵
（
高
　
知
）

２
０
２
０
年
度

全
厚
労
役
員

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
富
山

　
関
信
・
長
野

　
東
海
・
愛
知

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

　

愛
知
で
は
２
０
１
８
年
度
か

ら
新
経
営
制
度
（
県
内
８
病
院

の
個
々
の
経
営
管
理
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
全
体
管
理
を
強
化

し
た
総
合
性
に
て
経
営
安
定
化

を
図
る
）
を
開
始
し
、
同
時
に

３
年
間
の
中
期
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
18
、
19
年
度
は
病

院
個
々
の
経
営
状
況
に
差
は
あ

り
ま
し
た
が
、
愛
知
県
厚
生
連

全
体
で
は
順
調
に
推
移
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
20
年
春

闘
で
は
、①
19
年
度
年
度
末
賞

与
の
最
大
限
の
支
給
、②
20
年

　

11
月
10
〜
11
日
、

「
日
本
医
労
連
２

０
２
０ 

秋
闘
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
拡
充
、

社
会
保
障
削
減
反

対
、
い
の
ち
守

れ
！
11
・
10
中
央

行
動
」
に
松
尾
書

記
長
と
岡
野
書
記

次
長
で
参
加
。
集

会
に
は
６
全
国
組

合
16
県
医
労
連
95

名
と
、
来
場
し
た

国
会
議
員
19
名
と
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
わ
な
い
議
員
の

秘
書
12
名
、
マ
ス

コ
ミ
１
名
の
計
１
２
７
名
が
国

会
議
員
会
館
に
集
い
ま
し
た
。

　

10
日
の
意
思
統
一
集
会
で
は
、

森
田
し
の
ぶ
執
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
森
田
進
書
記
長

が
基
調
報
告
。
現
状
で
は
医
労

連
加
盟
組
織
の
８
割
で
年
末
一

時
金
の
減
額
回
答
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
11
月
６
日

の
予
算
委
員
会
で
第
二
次
補
正

予
算
の
包
括
支
援
金
３
兆
円
に

対
し
て
、
未
だ
に
10
分
の
１
の

３
千
億
円
程
度
の
執
行
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
指

摘
。
県
・
自
治
体
か
ら
の
支
援

金
が
遅
れ
て
い
て
、
病
院
の
手

持
ち
の
現
金
が
な
く
な
り
、
結

果
人
件
費
に
手
を
付
け
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
政
府
へ
迅
速

な
対
応
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、
厚
労

省
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
先

延
ば
し
さ
れ
て
い
る
「
再
検
証

期
限
」
に
つ
い
て
具
体
化
の
意

見
も
出
さ
れ
た
が
、
様
々
な
団

体
か
ら
慎
重
論
が
出
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
10
月
29
日
の
「
地
域

医
療
確
保
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場
」
で
は
、
思
い
切
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
や
構

想
そ
の
も
の
の
再
考
な
ど
の
意

見
が
で
た
こ
と
を
報
告
。
そ
の

上
で
感
染
症
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
構
想
の
見
直
し
と

撤
回
を
再
度
強
調
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
参
加
し
た
多
く
の
国

会
議
員
が
医
労
連
の
こ
の
間
の

取
組
み
や
、
い
の
ち
署
名
へ
の

賛
同
を
表
明
し
ま
し
た
。
衆
議

度
の
定
期
昇
給
の
実
施
、③
20

年
度
の
年
間
４
・
０
ケ
月
の
一

時
金
支
給
の
確
約
を
求
め
、
会

か
ら
は
満
額
回
答
を
獲
得
、
妥

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
20
年
４
月
よ
り
、第
１
・

３
土
曜
日
の
午
前
診
療
を
止
め
、

完
全
週
休
２
日
制
に
移
行
し
、

現
在
評
価
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
、国
の「
働
き

方
改
革
」
へ
の
対
応
（
超
勤
管

理
や
年
休
の
取
得
状
況
）
や
看

護
・
介
護
職
の
夜
勤
協
定
の
遵

守
に
向
け
て
も
、
継
続
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
に
は
秋
の
労
使
懇

談
会
を
会
15
名
、
労
組
20
名
で

行
い
ま
し
た
。
会
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
が
、
政

府
の
助
成
金
等
も
あ
り
、
年
末

一
時
金
支
給
に
必
要
な
資
金
は

確
保
し
た
。
患
者
数
は
減
っ
て

お
り
、
今
後
も
厳
し
い
対
応
が

迫
ら
れ
る
が
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
強
化
等
で
持
ち
直
し
て

き
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

労
組
と
し
て
も
収
入
確
保
策
や

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
に
よ
る
経
費
削

減
な
ど
の
提
案
や
取

り
組
み
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

愛
厚
労
は
、
現
在

の
医
療
情
勢
、
経
営

状
況
の
変
化
を
理
解

し
、
必
要
に
応
じ
て

変
化
し
て
い
く
こ
と

が
組
織
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
よ

り
よ
い
病
院
づ
く
り

の
た
め
に
、
労
働
組

合
の
立
場
に
立
って
提

言
し
ま
す
。
厚
生
連

の
使
命
で
あ
る
〝
地

域
医
療
を
守
る
〞
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、

こ
の
１
年
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

院
議
員
で
医
師
の
吉
田
統
彦
氏

（
立
憲
）
は
、「
今
後
２
年
間
消

費
税
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
、
そ
う

す
る
こ
と
で
病
院
の
控
除
対
象

外
消
費
税
が
ゼ
ロ
に
な
る
。
そ

の
原
資
で
賃
金
・
一
時
金
や
労

働
条
件
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
消
費
税
減

税
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
要
請
行
動
で
新
た

に
10
名
の
紹
介
議
員
を
獲
得
し
、

そ
の
後
追
加
の
要
請
等
で
18
日

現
在
82
名
の
賛
同
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
い
の
ち
署

名
と
紹
介
・
賛
同
議
員
を
集
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
日
目
の
政
府
交
渉
に
つ
い

て
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
紹

介
い
た
し

ま
す
。

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

地
域
医
療
守
る
た
め
に
も

労
組
か
ら
も
積
極
的
提
言

愛知

意思統一集会での基調報告

労使懇談会に参加する愛厚労役員ら

オンラインでも全国の気持ちは一つ（写真上・長野下伊那、写真下・広島尾道）

Ａ
．
年
次
有
給
休
暇
を
使

用
者
が一
方
的
に
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
労
働

基
準
法
第
39
条
５
項
）。
年

次
有
給
休
暇
の
５
日
取
得

義
務
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

５
日
以
上
請
求
・
取
得
し
て

い
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、

使
用
者
に
よ
る
時
季
指
定

を
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

（
労
働
基
準
法
第
39
条
８
項
）

―
―

２
０
１
９
年
４
月
か

ら
「
働
き
方
改
革
法
」
の

施
行
で
、
年
５
日
の
年
休

を
労
働
者
に
取
得
さ
せ
る

こ
と
が
使
用
者
の
義
務
と

な
り
ま
し
た(

労
働
基
準
法

第
39
条
７
項)

。
取
得
義
務

化
の
対
象
者
は
、
法
定
の

年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数

が
10
日
以
上
の
全
て
の
労

働
者
に
な
り
ま
す
。

　
労
働
者
ご
と
に
、
年
次

有
給
休
暇
を
付
与
し
た
日

（
基
準
日
）
か
ら
１
年
以

内
に
、
使
用
者
は
「
労
働

者
自
ら
の
請
求
」
と
、
あ

ら
か
じ
め
労
使
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用

者
が
有
給
休
暇
を
指
定
で

き
る
「
計
画
年
休
（
た
だ

し
有
給
休
暇
の
付
与
日
数

か
ら
５
日
間
を
除
い
た
日

数
に
限
る
）」、
及
び
「
使

用
者
に
よ
る
時
季
指
定
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

年
次
有
給
休
暇
を
５

日
取
得
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
時
季

指
定
を
す
る
に
は
、

使
用
者
は
労
働
者
の

意
見
を
聴
取
し
、
そ

の
意
見
を
尊
重
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
一
方
的
に

勤
務
表
に
組
み
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労

働
者
の
「
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
自
分
の
取
り
た
い
時

季
に
取
得
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
勤
務
調
整
が
難
し

い
時
は
、
職
場
で
休
暇
取

得
計
画
（
カ
レ
ン
ダ
ー
）

の
作
成
を
提
案
し
、
促
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、

全
厚
労
Ｈ

Ｐ
を
参
照

し
て
み
て

下
さ
い
。

勝
手
に
年
休
が
入
っ
て
い
る
！

勝
手
に
年
休
が
入
っ
て
い
る
！

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
２
回

Ｑ
．
請
求
し
て
い
な
い
の
に
勤
務
表
に
年
次
有
給
休

暇
が
入
っ
て
い
ま
す
。
５
日
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

11
月
６
日
、
全
厚
労
は
第
68

回
定
期
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
し
た

が
、
参
加
代
議
員
55
名
（
委
任

24
名
）
と
、
全
厚
労
役
員
、
大

会
役
員
を
合
わ
せ
87
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１
号
（
総
括
・
方
針
）
議
案

討
論
で
は
事
前
文
書
発
言
21
本

の
う
ち
９
県
、
３
専
門
部
の
当

日
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
長
野
の
代
議
員
２

名
か
ら
「
労
働
者
供
給
事
業
が

ど
う
い
う
も
の
か
、
ま
た
執
行

委
員
会
や
県
連
で
の
議
論
経
過
、

全
厚
労
が
こ
の
事
業
で
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
書
記
長
は
「
労
働
組
合

が
組
合
員
を
無
料
で
勤
務
先
を

斡
旋
し
、
働
い
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
の
が
供
給
事
業
。
都
市

集
中
型
社
会
か
ら
地
域
に
人
が

集
ま
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
生

活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
医
療
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
全

厚
労
が
窓
口
と
な
り
労
組
の
あ

る
厚
生
連
病
院
に
働
き
手
の
流

れ
を
つ
く
る
運
動
と
し
て
、
最

終
的
に
は
認
可
事
業
を
目
指
し

て
夏
の
段
階
か
ら
議
論
し
て
き

た
」
と
説
明
、
ま
と
め
答
弁
で

は
慎
重
意
見
も
踏
ま
え
、「
３

　

４
年
前
、
大
県
連
か
ら
の

中
央
執
行
委
員
長
の
な
り
手

の
な
い
中
で
就
任
し
ま
し
た
。

全
厚
労
の
財
政
ひ
っ
迫
な
ど

の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

 北海道 19年度活動と20年度の方針
 秋田 19年度の運動の特徴
 福島 ハラスメント裁判と防止対策、19年度の取り組み
 新潟 組織問題
 富山 富山県厚生連の現状と19秋闘、20春闘
 長野 給与制度改定提案と高齢者雇用制度
 茨城 地域医療を守り、労働条件を発展させる組合運動
 神奈川 残業・休日労働の点検活動
 静岡 19年度活動と20年度の方針
 愛知 19年度活動総括
 岐阜 新型コロナの猛威
 三重 夜勤専従の覚書締結と看護師の新たな二交替勤務時間
 広島 19年度活動報告と今後について
 香川 19年度の取り組みや今後の重点課題
 徳島 19年度の取り組み
 高知 19年度活動報告
 大分 19秋闘と20春闘
 女性委員会 19年度の活動と取り組み
 青年委員会 19年度の活動
 医療研運営委員会 19年度の活動と取り組み
 看護委員会 19年度の取り組みと今後の課題

 岐阜・田口代議員 新型コロナの脅威下での取り組み　市立病院と東濃厚生の統合
 長野・小林代議員 給与制度改定と高齢者雇用制度について
 高知・堀野代議員 賃金制度の改悪提案とのたたかい
 愛知・杉山代議員 愛知の経営状況と完全週休2日などの働き方改革
 広島・田邊代議員 広厚労で秋闘・春闘の成果と今後の活動について
 徳島・大栗代議員 感染症特別休暇と一時金確保のたたかい
 茨城・藤田代議員 コロナ禍で地域医療守り、労働条件発展させる労組活動
 福島・佐々木代議員 パワハラ裁判・ハラスメント防止対策
 新潟・樋口代議員 組織問題について
 女性・湯川委員 母性保護月間の取り組みと今後の予定
 青年・堀野代議員 19年度の青年委員会活動とK’ s　三重に向けて
 医療研・高木委員 医療研究集会in潮来とコロナ後の取り組みについて

年
の
期
限
は
区
切
ら
ず
、
ま
ず

は
厚
生
連
病
院
の
広
報
活
動
か

ら
始
め
、
慎
重
に
研
究
・
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
し
ま
し
た
。

１
号
議
案
は
賛
成
多
数
（
保
留

６
票
）、
２
号
（
予
算
）
議
案

は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
あ
っ
た
た
め
進
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
超
過
な
ど
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の

協
力
の
お
か
げ
で
無
事
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
全
厚
労

加
盟
組
織
一
致
団
結
し
、
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 ●全国組合
全医労　 全日赤　 全JCHO労組　 全労災　 国共病組

 ●医労連・県医労連
日本医労連　 北海道　 宮城　 山形　 福島　 福井
群馬　 埼玉　 東京　 新潟　 石川　 滋賀　 京都
大阪　 奈良　 岡山　 広島　 福岡

 ●友誼組合・団体
全労連　 日本医療総合研究所　 全国保団連
民放労連　 国公労連　 非核の政府を求める会
建交労　 労働者教育協会　 鹿児島県農協労組
日本原水協　 全国革新懇　 航空労組連絡会　 全農協労連
国民救援会　 農民連　 全国食健連　 全教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

大会へのメッセージを頂いた組織大会へのメッセージを頂いた組織

畑
中
剛
喜
中
央
執
行
委
員
長・退
任
の
あ
い
さ
つ

全
厚
連
、
文
化
連
、
農
水
省
、

看
護
協
会
と
の
懇
談
や
要
請

を
継
続
し
て
行
っ
た
こ
と
で
、

相
手
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
４
年
間
長
い
よ
う

で
非
常
に
忙
し
く
あ
っ
と
い

う
間
で
、
役
に
立
て
た
か
疑

問
で
す
が
、
全
厚
労
が
存
続

で
き
た
こ
と
、
岩
本
中
央
執

行
委
員
長
に
繋
ぐ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
私
の
役
割
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
日

か
ら
新
た
に
全
厚
労
へ
の
一

層
の
団
結
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
４
年
間
支
え
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
厳
し
い
情
勢
は

続
き
ま
す
が
、
明
る
い
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
今
後
と
も

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

事前文書発言

 当日発言（発言順）

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

コ
ロ
ナ
過
で
の
労
働
条
件
の
改
悪
許
さ
な
い

全
厚
労
第
68
回
定
期
大
会

国
の
支
援
金
遅
れ
が
賃
金
へ
影
響

国
の
支
援
金
遅
れ
が
賃
金
へ
影
響

日
本
医
労
連
・
国
会
議
員
要
請
行
動

（3） 2020年11月20日 第485号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2020年11月20日 第485号全 厚 労 ニ ュ ー ス



締め切り：2020年12月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
号
の
答
え
は
「
イ
シ
ヤ
キ
イ
モ
」
で
、

当
選
倍
率
は
３
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　

小
柴
昌
俊
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
。小
学
生
の
頃
、

ク
ォ
ー
ク
が
流
行
り
、

素
粒
子
研
究
を
志
し
た

事
も
あ
る
者
と
し
て
も

残
念
で
な
ら
な
い
。
先

生
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
存

在
を
約
１
３
０
億
円
の

国
費
を
使
っ
た
（
ス
ー

パ
ー
）
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

に
よ
る
実
験
で
証
明
し

た
。
本
人
曰
く
「
何
の

役
に
も
立
た
な
い
」
発

見
だ
が
、
人
類
が
さ
ら
な
る
知
を
求

め
て
夢
を
思
い
描
く
こ
と
は
大
切
だ
。

だ
が
今
の
日
本
は
科
学
を
尊
重
せ
ず
、

む
し
ろ
軍
事
技
術
に
科
学
を
従
属
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
破
壊
し
か
な

い
兵
器
よ
り
も
、
夢
の
創
造
に
こ
そ

力
を
与
え
て
欲
し
い
。　
　

 

（
Ｍ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　長厚労から下伊那厚生病院支部の小笠原
巧人さんを紹介します。
　彼は臨床工学技士で医療安全管理者も兼
務しているなか、今年度より支部の書記長
を務めてくれています。彼は音楽好きで、
約7万曲以上の音楽を所持しています。
　組合の会議へ行くのに支部からJA長野県
ビルまで車で片道2時間かかります。道中は
支部の執行委員長とテーマ(winter song、
カバー曲等)を決め、好きな音楽をお互いに
紹介しながら楽しんでいるようです。
　大変な仕事も楽しくポジティブにこなす
彼に今後も期待しています。

　香川県の屋島総合病院手術室で勤務し、
全厚労看護委員をやらせていただいてい
ます。
　看護委員をするまでは、組合活動のこ
とをよく知らず、積極的に係ることがあ
りませんでしたが、先輩看護師の誘いも
あり、組合活動に積極的に参加し、組合
活動の大切さ、ありがたさを知ることが
出来ました。
　前の自分と同じように、組合活動に馴

染みがない人たちに、組合の必要性や大切さを伝え興味を持ってもら
えるように引き続き頑張ってきたいと思います。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第158回は長野と香川にお願い
しました。

頑張る仲間

長野　小笠原巧人さん

香川　田中優二さん

営業マンのように
見えますが、経営
協議会へ向かう車
内での1枚です！

　
全
国
の
活
動
状
況
が
よ
く
わ
か

る
内
容
で
し
た
。
特
に
香
川
県
の

活
動
内
容
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
よ
い

と
思
い
ま
す
。              

（
香
川
）

―
―
全
厚
労
全
体
に
目
を
向
け
る

と
も
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
交
渉

も
あ
り
ま
す
よ
。
例
え
ば
ど

こ
か
の
県
の
支
部
で
お
茶
ゼ

リ
ー
問
題
を
10
年
以
上
取
り

組
ん
だ
と
か
…      （
Ｋ
Ｕ
）

　
コ
ロ
ナ
で
病
院
も
色
々
大
変
で

す
。
現
場
で
は
患
者
と
家
族
の
面

会
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

対
応
が
大
変
で
し
た
。
い
つ
ま
で

こ
の
状
態
が
続
く
の
で
し
ょ
う
か

ネ
ェ…

。                     

（
徳
島
）

―
―
面
会
が
制
限
さ
れ
、ご
家
族
・

患
者
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
、
ほ
ん
と
に

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
いっ
ぱ

い
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願

う
ば
か
り
で
す
ね
。  （
Ｓ
Ｎ
）

　
お
金
の
流
れ
を
知
る
と
い
う
記

事
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
コ
ス
ト
を
つ
け
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の

収
益
に
な
る
と
は
あ
ま
り
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
収
益
を
理

解
し
て
、
経
営
分
析
を
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
事
だ
と
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。                     

（
福
島
）

―
―
記
事
を
き
っ
か
け
に
お
金
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
収
益
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
お
金
が
全
て
で
は

な
い
で
す
が
、
重
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。     （
Ｈ
Ｒ
）

　「
医
療
は
人
、
人
に
投
資
し
て

欲
し
い
」
に
、
惹
か
れ
新
聞
を
読

み
ま
し
た
。
経
営
難
で
あ
る
が
、

ス
タ
ッ
フ
が
働
き
看
護
援
助
を
行

い
、
報
酬
を
得
る
組
織
で
あ
れ
ば

経
営
難
で
あ
っ
て
も
、
報
酬
を
拒

む
こ
と
は
良
く
な
い
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
も
活
躍
お
願
い
し
ま
す
。

（
岐
阜
）

―
―
人
件
費
に
手
を
付
け
、
難
を

乗
り
切
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
す
。
経
営
者
の
資
質
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。一時
金
減
額

と
な
ら
な
い
よ
う
、
さ
せ
な

い
よ
う
に
、一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
‼　

 （
Ｏ
Ｋ
）

読者の声
大募集!!

　12月20日発行予定の新年号（12月・1月
合併号）に向け読者の声を大募集します。
　通常号より多く掲載予定で、掲載された方
には図書（クオ）カードを差し上げます☆
　普段クロスワードだけの投稿の方もこの
機会にぜひ「読者の声」を投稿ください。

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆９月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　９月号で一番興味があった面は？
１面が29票、次いで２面が７票でした。教宣部に届いた読者の声
にも１面の反響は多く、どの県にとっても重要な教訓になったの
ではないでしょうか。
質問２　年末年始に食べたいものは？
「おせち料理」と「お雑煮」がともに13票で２トップ‼おせち料理
は地域によって特徴がありますよね。全厚労加盟19県のおせち料
理をいつか食べてみたいですね☆

質問１　11月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　春闘で頑張りたいことは？
　　　　Ａ＝ベア　　　Ｂ＝各種手当増
　　　　Ｃ＝夜勤改善　Ｄ＝労働時間管理

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。
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